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健康体操教室

啓蟄や猫をお供に畑に入る 碧
手作りの紙の雛も客を待つ 秋 水
春の香と磯の香みたす若布汁 妙 女
新若布しゃぶしゃぶすれば青の宇宙 京
満作の手折るに高く伸びすぎぬ 川 古
漕ぎいでよ大船渡湾へ若布刈舟 てい子
啓蟄や旅行のチラシ篤と見る 一 古
啓蟄の蜘蛛の早足床の上 井 鶯
春の川何かの蓋が石の上 この実
春光やカーテンごしの猫の背(せな) 華
春うらら有難きかな陽のシャワー 光 風
茎若布牛ぼう椎茸味良くし  春 星

千厩町婦人協議会主催、千厩市民セン

ター共催による千厩町婦人協議会フェスタを

11月25日、当センターで開催しました。

「千厩を元気なまちに！」をテーマに、千厩

病院長の阿部薫先生による講演では、健康づ

くりの大切さや日常生活で意識したいポイント

について、わかりやすく解説がありました。31

人の参加者の中からは「身近な話題で参考に

なった」という声が聞かれ、関心の高さがう

かがえました。

また、ニコニコプラザだいとうの菅原舞先

生による脳トレ体操に取り組み、会場は笑顔と

活気に包まれました。
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勝手にエンターテイメント

「エアロビクス・ヨガ」

〇三分早めに出発しよう。

冬場は天候や路面状況などにより、運

転に時間がかかることがあります。

いつもより三分早めに出発し、余裕を

持った運転を心がけましょう。

〇一割スピードダウンしよう。

冬季は道路の凍結などを予想し、普段

より一割スピードを落として走りましょう。

千厩を元気なまちに 千厩町婦人協議会フェスタ2025

今年度の千厩長生会連合会「わかば

会」（会員懇親会）は11月26日、三嶋の

湯で開催され、18人が参加しました。

舞台に「勝手にエンターテイメント」とい

う横幕を掲げ、会員がそれぞれ披露する

多彩な芸が満ち溢れ、笑顔と笑い声が絶

えませんでした。歌謡ショー、舞踊などバ

ラエティ豊かなパフォーマンスの共演で、

参加者同士の絆が一層つながる時間となり

ました。

千厩長生会連合会「わかば会」

第46回東磐井地区囲碁大会は11月23日、東

山町で開催され、当センターの学びの土曜塾

「囲碁教室」に通う10代の若い棋士らが活躍し

ました。また、囲碁教室の講師役である千厩町

囲碁同好会員は、団体戦で安定した勝ち星を重

ね、全勝者も出ました。

今後も地域の囲碁文化を盛り上げる存在とし

て、さらなる活躍が期待されます。

創作意欲が芽吹く一日

絵画教室のメンバーは17日、岩手芸術祭
受賞作品の鑑賞のため岩手県立美術館
（盛岡市）を訪れました。
館内では美術展や常設展をじっくり鑑賞し、

作品の構図や色使い、表現技法などを学ぶ
貴重な機会となりました。参加者からは
「実物を見ると刺激が大きい」「創作意欲
が湧いた」といった声が上がり、充実した
研修となりました。今回の経験を今後の創
作活動に生かしていく予定です。

若手棋士活躍！ 囲碁教室受講生 東磐井地区囲碁大会で

冬の交通事故防止について

【冬道の安全運転（いち、にっ、さん）運動】

〇二倍の車間距離を取ろう。

凍結路面では、すぐに止まることができ

ません。

スリップなどで慌てることがないよう、

二倍の車間距離を取りましょう。
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絵画教室 岩手芸術祭で作品鑑賞

続いて、菅原先生による脳トレ体操が実

施され、会場は笑顔と活気に包まれました。

手足を使った簡単な動きやリズムに合わせ

た体操で、楽しみながら脳を刺激できる内

容となり、参加者は和やかな雰囲気の中で

体を動かしていました。

今回のフェスタは、健康と学びをテーマに

地域のつながりを深める貴重な機会となりま

した。今後も千厩町婦人協議会と成人学習

講座は、地域の皆さんが気軽に参加できる

活動を続けていく予定です。

当日は地域住民が多数参加し、学びと交流

が一体となった充実した時間となりました。

大そうじのご協力 
ありがとうございます

キルトの会「厩」さん、「真向
法体操」さん、「おはなしぱちぱ
ち」さんほかは、年末恒例の館内
の大掃除をしました。
いつも利用している会議室の窓

拭き、ほこりはらいなどを行って
いただきました。
ありがとうございました。

【千厩市民センター休館期間】
12月29日～1月3日

年末年始休館のお知らせ

年末年始の休館日について、下記の通り
お知らせいたします。
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